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Ⅰ 計画の改訂にあたって 

  

  厚真町教育委員会では、平成２８年から令和７年度までを期間とする「厚真町教育

振興基本計画」に基づき、教育施策を推進しています。 

  計画の前期においては、平成３０年北海道胆振東部地震による甚大な被害や新型コ

ロナウイルス感染症の流行による影響など、私たちを取り巻く環境が激変しました。

さらに、SDGs などの新しい時代の流れを取り込んだ新たな対応が求められています。 

  こうした状況下にあって、これまでの成果と課題や現状を踏まえて、令和３年度か

ら令和７年度までの後期５年間を見通した必要な見直しを行い、本計画を改訂します。 

 

Ⅱ 教 育 の 現 状 

 

１ 学習指導要領の改訂 

  新学習指導要領では、主体的・対話的で深い学びの実現に向け、知識・技能の習得

と思考力・判断力・表現力等の育成のバランスの取れた教育活動の展開による、確か

な学力や豊かな心、健やかな体の育成に努めることとしています。 

２ ＧＩＧＡスクール構想 

 「児童生徒向けの１人１台端末と、高速大容量の通信ネットワークを整備し、一人

一人に個別最適化された学習環境を実現する」ＧＩＧＡスクール構想により、令和２

年度においてハード・ソフト・人材を一体とした整備が進められました。 

３ 北海道胆振東部地震からの復旧・復興 

  平成３０年北海道胆振東部地震の発生から２年半が経過し、厚真町は着実に復旧と

復興の歩みを進めています。一方、学校においても児童生徒に寄り添った個々の心の

サポートと被災経験を防災学習に生かす教育活動が続けられています。 

４ 小中一貫教育の推進 

 目指す１５歳の子ども像「厚真の未来を語れる子」を学校と家庭、地域が共有しな

がら、重点的に身に付けさせたい資質・能力を「つなぐ力（人間関係形成・社会形成

能力）」と「拓く力（課題適応能力）」として、小中一貫教育が実践されています。 

５ 社会の変化に対応する生涯学習の場 

  自然災害や感染症の影響などによる様々な社会の変化に対応し、だれもが必要な時

に必要な学びを通じて成長し、心身共に健康を保持しながら活動できる生涯学習社会

の実現が求められています。 

６ 新たなスポーツ振興戦略 

  少子化の影響により、地域単位でスポーツ活動（特に団体スポーツ）を維持・継続

することが難しくなってきています。学校の部活動との連携など地域の実情を踏まえ

た新たなスポーツ振興戦略の構築に向けた検討が始まっています。 
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Ⅲ 基 本 理 念 

 

ふるさとを愛し 未来に向かって 

たくましく生きる人材の育成 

 

 ｢ふるさとを愛し｣とは、自己の成長の原点である厚真町の自然、歴史、文化、伝統行

事、産業といった教育資源（「ひと・もの・こと」）を活用し、学んだことを自己の考え

方や生き方に反映するとともに、ふるさとに誇りを持つことを意味しています。 

 「未来に向かって」とは、未来を見つめて目標を定め、自らの可能性を最大限に追求

することを意味しています。 

｢たくましく生きる人材の育成｣とは、社会がどのように変化しても、自分の夢や希望

を持ち続け、その実現に向かって努力と挑戦を重ねることを意味しています。 

そして、この理念を学校教育と社会教育それぞれの分野が共有し、自分たちの地域課

題に正対することで、地域の一員として地域に貢献したり、地域を大切にしたりする強

い心を持った人を育てることを表しています。 

 

Ⅳ 基 本 目 標 

 

 

自立して社会で生きていく基礎を育み、新しい時代を担える子どもの育成 

 

少子・高齢化や核家族化、地域における地縁的なつながりの希薄化など、日常生活や

社会経済が急激に変化する時代に対応できるよう、将来への夢と希望を持ち、厚真の未

来を力強く語れる子どもたちの育成を目指します。 

 

 

生涯にわたり、支え合い・学び合う地域づくりの推進 

 

町民一人一人が安心して気軽に活用できる生涯学習環境の整備促進を図るとともに、

町民の交流の輪を広げ、学び合う中で新たな絆や生きがいを見つけ、そして地域に根ざ

した活気のある生活を送ることができるような施策を推進します。 

  

学校教育 

社会教育 
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Ⅴ １０年を見通した教育の基本方向 平成２８年度～令和７年度  

 

１ 子どもの可能性を引き出し、才能や個性を伸ばす教育の推進 
 

子どもたちの基礎・基本

の確実な習得と主体的に学

ぶ態度や習慣の確立を徹底

し、「課題発見・解決能力」

を高めて「確かな学力と自

立する力」の育成に努めま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 英語を活用しグローバル社会に生きる子どもの育成 
 

小学校低学年から英語に

慣れ親しむ活動時間の設定

や、小中の連続性に配慮した

教育課程の編成・実施など、

小・中学校が連携して、カリ

キュラムや指導方法に工夫

を加えながら「聞く」「話す」

「読む」「書く」の４技能をバ

ランスよく育成し、英語を用

いて積極的にコミュニケー

ションを図ろうとする態度

の育成に努めます。 

 

 

 

確 か な 学 力 と 自 立 す る 力  

可能性 

才 能 個 性 

課題発見・解決能力 

基礎・基本の確実な習得 主体的に学ぶ態度や習慣の確立 

 英 語 を 活 用 し  
   グ ロ ー バ ル 社 会 に  
       生 き る 子 ど も  

中学校 

小学校 

低学年から英語に
慣れ・親しむ活動 

小－中の連続性に
配慮した教育課程 

英語を用いた積極的な
コミュニケーション力 

聞く、話す等の４技能の
バランスのよい育成 

カリキュラムや指導方法の工夫 
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３ 豊かな心の力を育む教育活動の充実 
 

平和を希求する心や命を

大切にする心、基本的生活

習慣、規範意識、あいさつの

習慣、コミュニケーション

能力の向上を目指した道徳

教育や体験活動の充実を図

り、豊かな心の力を育みま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 健やかな体を育む子どもの育成 
 

健やかな体と体力は人間の

活動の源であり、意欲や気力

といった精神面の充実にも大

きく関わることから、運動の

楽しさや喜びを味わう授業に

工夫を凝らすとともに、自ら

考え運動の課題の改善につな

げるため、学校や地域社会と

の連携を図って運動に親しむ

機会づくりに努めます。 

 

 

 

 

 

運動の 

楽しさ、喜び 

運動の 

課題・改善への取組 

健 や か な 体 と 体 力  

道徳教育の 

充 実 

体験活動の 

充 実 

豊 か な 人 間 性  
た く ま し く 生 き 抜 く 力  

コミュニケーション能力 

規  範  意  識  

基 本 的 生 活 習 慣 

あ い さ つ 習 慣  

命 を 大 切 に す る 心  

平 和 を 希 求 す る 心  

実 感 自主性・主体性 

学 校 地 域 連携 

運動に親しむ機会づくり 
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５ ふるさとの良さを理解し、厚真に誇りを持てる子どもの育成 
 

郷土の歴史や文化に学び

多様な価値観を育むことが

できるよう、地域資源を活

用した学習機会の充実を図

り、ふるさと厚真に誇りを

もてる子どもたちの育成に

努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 質の高い教育を支える教育環境の確保 
 

家庭や地域の参画意識を高

めながら「コミュニティ・スク

ール（学校運営協議会）」の運

営を充実させ、学校区ごとに

厚真町ならではの特色ある学

校づくりを推進するとともに、

使命感、資質・力量・識見を高

めるための教員研修や情報機

器をはじめとする施設・設備

の充実に努めます。 

 

 

 

 

 

 

家庭 地域 

ふ る さ と 厚 真 に  
誇 り を 持 て る 子 ど も  

多 様 な 価 値 観 

学  習  機  会  の  充  実 

歴史 
環境 

産業 自然 

文化 生活 
人 

地域資源 

施 

設 

・ 

設 

備 

の 

充 

実 

教

員

研

修

の

充

実 

学
校
運
営
協
議
会
の

充
実 

教  育  環  境 

質 の 高 い 教 育 
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７ 社会全体の教育力の向上 
 

地域住民の自発的な意思

や主体性を尊重しながら、

さらなる連携協働の仕組み

を構築し、関係者が一体と

なって地域の教育力の向上

に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 生涯学習社会づくりの推進 
 

地域全体の学習活動・交流

活動を促進して、成果をお互

いに分かち合う学習の輪の広

がりを目指しながら、単に学

ぶだけではなく、学んだこと

が生かされる生涯学習社会の

実現に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

社 会 全 体 の 教 育 力 の 向 上  

家 庭 

学 校 

関係機関 

家庭の教育力向上 

地域に根差した教
育活動 

文化芸術
活動 

地域の世代間交流 

子どもたちの安全
な居場所づくり 

青少年の健全育成 

生活習慣の
向上 

多様な体験活動 

生涯学習活動の推進 
だれもが・いつでも・どこでも学べ、学びの成果を生かせる社会へ 

掘り起こし 

体制の推進 

・人材育成、活用 

・生涯学習施設の充実 

・団体、グループ支援 

・学習情報の提供 

・文化活動の提供 

・ネットワークづくり 

・図書資料の充実 

・サービスの向上 

・団体等との連携 

学習機会 学習環境 

読書活動 

多様な学習ニーズ 
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９ 郷土の歴史と文化財の保護・活用の推進 
 

埋蔵文化財は、厚真町な

らではの歴史と営みを知る

貴重な資料となるととも

に、将来の町づくりの一翼

を担うもので、次世代への

確実な継承を図りながら、

幅広い活用を目指して必要

な施設の整備に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 生涯スポーツの推進 
 

生涯を通じてスポーツに親

しみ、より活力のある生活を

実現するために、各種生涯ス

ポーツ事業を展開するととも

に、スポーツ団体等を支援し

ながら町民の健康や体力の保

持増進に努めます。 

また、本町の特性を生かし、

新しい時代に対応したスポー

ツ振興戦略の構築に努めます。 

 

  

 

郷土の歴史 

歴 史 と 文 化 財 の 保 護 ・ 活 用  

文化財等の指定 

継 承 ・ 保 存  

展示施設整備  

情 報 発 信 

郷 土 
資 料 

 
 

町民の健康や体力の保持増進  

普 及 
 
推 進 

連 携 
 
育 成 

整  備 
 

有効活用 
開  放 

埋 蔵 
文化財 

 
 

資料収集 発掘調査 
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Ⅵ 今後５年間に取り組む２５の基本方針 

基本方向１ 子どもの可能性を引き出し、才能や個性を伸ばす教育の推進   

基本方針１ 確かな学力の育成 

◆学習指導要領を踏まえた教育課程の円滑な実施に努め、児童生徒に基礎的な学力

とともに応用力や発展的な学力を身に付けさせます。 

◆主体的・能動的な学習を引き出す「あつまスタイル」の授業づくりを推進します。 

基本方針２ 幼・小・中学校間の連携・接続の推進 

◆目指す子ども像を学校、家庭、地域が共有し、子どもたちの成長・発達の段階に

合わせた学びを支える一貫教育を推進します。 

◆幼・小・中学校間の円滑な接続に加え、小小、中中の同一学校種間の連携を進めます。 

基本方針３ キャリア教育の推進 

◆教育活動全体を通して、キャリア教育を計画的、組織的かつ系統的に推進します。 

◆将来、働くことについて意欲や関心が持てるように、学校・地域・事業所が連携

し、地域資源や地域人材を生かした実際の職場での体験活動などを推進します。 

基本方針４ 特別支援教育の充実 

◆特別支援教育コーディネーターを中心として、各学校で個別の支援を必要とする

児童生徒に対する共通理解を図るとともに、支援体制の充実を図ります。 

◆特別支援学級や通級指導教室等の整備充実を図ります。 

基本方針５ 学校ＩＣＴの活用による新たな学びの推進 

◆学びの保証と学習課題に応じ、個別最適化された効率的・効果的な教育活動の推進

のため、オンライン授業やＩＣＴ機器活用に関する研究を進め、実践に結びつけます。 

◆児童生徒の情報モラル教育の推進を図ります。 

基本方向２ 英語を活用しグローバル社会に生きる子どもの育成       

基本方針６ 国際社会に絆を広げるコミュニケーション能力の育成 

◆外国語を用いてコミュニケーションを図る楽しさや大切さを実感できる授業の

充実を図るために小・中学校の連携したカリキュラムづくりや指導の工夫に努めます。 

◆海外などとの多様なコミュニケーション機会や実践の場の充実を図り、英語を活

用できる児童・生徒の育成に努めます。 

基本方向３ 豊かな心の力を育む教育活動の充実              

基本方針７ 豊かな心の力を育む道徳教育の推進 

◆規範意識や生命を大切にする心、思いやりの心を育むとともに、体験活動などを

通して、社会性や豊かな人間性を育みます。 

◆学校・家庭・地域が子どもとかかわりながら、様々な機会を利用して意欲の好循環

を生み出す働きかけを行い、思いを行動で表現できる心の力や意欲の伸長を促します。 

基本方針８ いじめ問題・不登校等への対応 

◆「厚真町いじめ防止基本方針」や「学校いじめ防止基本方針」に基づいて、い
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じめの未然防止や早期発見・早期解消に取り組みます。 

◆教育活動全体を通じて、子どもたちが人権や人権擁護に関する基本的な知識を確

実に学び、望ましい人権感覚を育成できる推進体制の充実を図ります。 

基本方針９ 生徒指導・教育相談の充実 

◆非行の防止対策等、生徒指導の推進に取り組みます。 

◆家庭・地域との連携を推進し、児童相談所、警察署などの関係機関とも連携します。 

基本方針１０ 読書活動の推進 

◆各教科や総合的な学習の時間、特別活動等の学習などの多様な取組を通して、読

書の楽しさに気づかせるほか、望ましい読書習慣の形成と読書指導の充実を図ります。 

◆保護者、ボランティア、町図書室等との連携・協力により、読書活動を充実します。 

基本方向４ 健やかな体を育む子どもの育成                

基本方針１１ 体力・運動能力の向上 

◆学校において、体力と運動技能を高める授業の充実を図ります。 

◆新体力テストの実施と活用を推進します。 

基本方針１２ 健康の保持増進 

◆震災以後の不安やストレスの軽減・解消など、児童生徒に寄り添った心のケアに

関係機関と連携して取り組みます。 

◆性に関することや薬物乱用の防止など、生徒指導上の問題と関連させて、学校保

健に関する現代的課題に対応する教育を推進します。 

基本方針１３ 学校給食の充実 

◆学校給食を通じて食に関する正しい知識や望ましい食習慣を身に付け、生涯にわ

たり心身の健康を保持・増進することができるよう食育の推進に努めます。 

◆安心・安全でおいしい給食の提供を基本とし、食物アレルギーの安全管理の徹底

と緊急時の危機管理体制の充実に努めます。 

基本方向５ ふるさとの良さを理解し、厚真に誇りを持てる子どもの育成   

基本方針１４ ふるさと教育の推進 

◆地域ならではの自然、歴史、文化、産業等に関する活動を児童生徒の発達段階に

応じ教育活動全体に取り入れることで、ふるさとへの理解を深め、誇りを育みます。 

◆受け継がれてきた伝統や文化、産業の魅力などの理解を深める学習に努めます。 

基本方向６ 質の高い教育を支える教育環境の確保             

基本方針１５ 開かれた学校づくりの推進 

◆学校運営協議会や地域学校協働活動の機能を活用し、地域や小中との連携を深めます。 

◆学校と地域の人々が協働する取組を推進して、相互理解と信頼関係を深めます。 

基本方針１６ 教職員の資質・能力の向上 

◆教育研究所を創設し、教員の研修機会の充実や本町ならではの特色ある教育活動の確

立に向けた研究活動の充実を図り、計画的・系統的に教育水準の向上に取り組みます。 
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◆教員が子どもと向き合う時間を確保するため、ＩＣＴ機器や校務支援システム等

の積極的な活用を図り、校務の効率化を進め、業務の改善・見直しを進めます。 

基本方針１７ 子どもたちの安心・安全の確保 

◆震災の経験を生かすなど、ふるさと教育と連動した防災学習を推進します。 

◆防犯や交通安全について、地域ぐるみの学校安全体制を確立します。 

基本方針１８ 快適な教育環境の整備・充実 

◆教材や図書の整備を図り、情報教育を推進するための教育機器を整備します。 

◆経済的な理由等で就学が困難な児童生徒の保護者に対し、学用品費等の一部を援

助するほか、就学困難な生徒・学生に対し、育英資金の貸付と奨学金の給付を行います。 

基本方針１９ 北海道厚真高等学校の教育支援 

◆学校と地域が一体となって厚真高等学校の存続活動を展開します。 

◆厚真高等学校の魅力ある教育活動づくりを支援します。 

基本方向７ 社会全体の教育力の向上                   

基本方針２０ 家庭における教育力の向上 

◆家庭の教育力の向上を図るため各種の学習機会の充実を図ります。 

◆子どもたちの家庭での学習や運動を含めた生活習慣の向上を図る取組を充実します。 

基本方針２１ 地域の教育力を生かした青少年の健全育成の推進 

◆「放課後子ども教室」や「放課後児童クラブ」を実施するなど、子どもたちの安

心・安全な居場所づくりと学習・体験活動の機会の充実を図ります。 

◆地域住民等の参画による子どもたちとの共同作業と体験の場を充実します。 

基本方向８ 生涯学習社会づくりの推進                  

基本方針２２ 生涯を通じた多様な学習活動の推進 

◆世代やライフスタイル、町民ニーズに応じた魅力ある学習機会や情報を提供します。 

◆町民の主体的で質の高い文化芸術活動の振興と支援に努めます。 

基本方針２３ 人材を育む読書活動の推進 

◆蔵書の充実に努め、多様かつ専門的ニーズに応えられるよう図書室司書を継続配

置し、地域住民の暮らしに役立つ親しみやすい図書室を目指します。 

◆「第２次厚真町子ども読書活動推進計画」に基づき、読書活動を推進します。 

基本方向９ 郷土の歴史と文化財の保護・活用の推進            

基本方針２４ 文化の継承と文化財の保護・活用の推進 

◆町指定の文化財などの保存と活用を図り、本町の歴史や文化の理解の醸成に努めます。 

◆埋蔵文化財の活用につながる施設整備を検討し、民族の共生や文化の継承に努めます。 

基本方向１０ 生涯スポーツの推進                    

基本方針２５ スポーツの推進と健康づくり 

◆健康づくりを主眼として、多様で体系的なスポーツの普及に努めます。 

◆本町の特性を生かした新たなスポーツ振興方策を推進します。 
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厚真町の小中一貫教育 
 
 
 

  目指す子どもの姿、子ども像 

厚真の未来を語れる子 
～思いをつなぎ 未来を拓く～ 

ふるさと 

創  造 

一  貫 

共  有 

重点的に 

身に付けさせたい 

資質・能力 

拓く力 
 

課題解決能力 
課題適応能力 

つなぐ力 
 

人間関係形成 
社会形成能力 

学びを支える 
学校・家庭・地域の協働 

学びを拓く 
社会で活きる力の育成 

学びをつなぐ 
小中学校の連続性 

～ゴールイメージ～ 
中学校３年生で、ふるさとの未来や自分の将来について深く考え、
力強く語ることができる 

英

語

教

育

 

授
業

づ
く
り 

ふ
る
さ
と
教
育 

特
別
支
援
教
育 

キャリア教育 

○
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発 

○
社
会
で
活
き
る
英
語
力 

○
厚
真
ス
タ
イ
ル
の
授
業
開
発 

○
教
科
系
統
表
の
作
成 

○
体
験
的
な
学
び 

○
探
求
的
な
学
習 

○
教
科
横
断
的
な
学
習 

○
指
導
の
一
貫
性 

○
自
立
活
動 

input 

output 

process 

〔評価・検証〕 
子どもの姿 
各種調査、データ等 
公開授業、研修会 

義務教育９年間を一
つのまとまりとして
捉えた教育活動 

一貫した教育課程 
 
 
 
・一貫した経営方針 
 
・一貫した指導方針 
 
・一貫した指導計画 
 
・一貫した指導方法 
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厚真町の英語教育 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

小
中
一
貫
（
つ
な
が
り
を
生
か
し
た
計
画
と
指
導
の
充
実
）
英
語
教
育
の
推
進 

 

 

 

中学校２・３年生 

[深め合う] 

中学校１年生 

[わかり合う] 

小学校４・５・６年生 

[伝え合う] 

小学校２・３・４年生 

[使う・親しむ] 

小学校１・２年生 

[慣れる・親しむ] 

中学校の目標 
 
・他者にわかるよう、自分の知
っている表現を使って即興
的に表現したり、伝え合おう
としたりしている 

高学年の目標 
 

・他者に配慮しながら、学んだ
表現を使って、意欲的に発表
したり、伝え合おうとしたり
している 

中学年の目標 
 

・学んだ表現に慣れ親しみなが
ら、ジェスチャーなども使っ
て、意欲的に身近で簡単なこ
とを伝えようとしている 

低学年の目標 
 

・動画や歌等を見たり、聞いた
りしながら英語の表現や英語
のリズムにであい、ふれて、
意欲的にまねようとしている 

目指す授業 
・９年間を見通し、小中一貫で進める
授業 

・わかる楽しさ、英語で伝え合える楽
しさが実感できる授業 

・「主体的・対話的で深い学び」の実現
を目指す授業 

授業デザイン 
小学校低学年 
・英語にふれ、楽しみ、学びへの意欲を育む授業づくり 
小学校中学年～中学生 
・カリキュラムマネジメントの機能を生かした授業づくり 
・厚真の「人・こと・もの」を生かした授業づくり 

中学校の役割 
 

コミュニケーション
を図る資質・能力の
育成 

 

小学校の役割 
 

〔４～６年生〕 
コミュニケーション
能力の基礎を培う 
 
 
 
 

〔２・３・４年生〕 
コミュニケーション
能力の素地を培う 
 
 
 
 
 

〔１・２年生〕 
英語への学びの意欲
を高める 

小学校での英語の
学びの芽を中学校
で大きく育てる 

小学校で英語
の学びの種を
蒔く 

英語で課題を理解し、英語で課題を解決できる
児童・生徒の育成 

高等学校の目標 

英語を用いて課題解決を図る力の育成・活用 
 

・小中学校の英語教育を高校で高め、花を咲かせる 
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厚真の子どもたち 
つなぐ力 － 人間関係形成能力・社会形成能力 
拓 く 力 － 課題解決能力・課題適応能力 

* 

地域全体で子どもを育てる 
子どもを信じる、地域を信じる 

地域を地域でリアルに学ぶ 
体験的・探求的・教科横断的な学び 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厚真町のふるさと教育 

厚真の未来を語れる子 

思いをつなぎ 未来を拓く 

子どもも大人も 
自ら考え、選択し、 
チャレンジし、 
自らをアップデート
し続ける 

 
ふるさと厚真への 
誇りと愛着を育む 
教育活動の創造 

地域 学校 

多様性 

たくさんの人・も
の・こと・情報に出
会う 

連携・協働 

お互いにつながり
続ける 

小
中
一
貫
教
育
（
小
１
～
中
３
ま
で
の
９
年
間
） 
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【課題の設定】

主体的な学びにつながる課題を
設定します。

【見通し】

本時の課題を解決するために、
既習事項や、前時の振り返りと
のつながりを意識させます。

【自力解決・学び合い】

対話的な学びの場を設定し、学
びを深めます。

【まとめ】

本時の課題に対するまとめを全
員で確認します。

【振り返り】

本時の学習に対して自分なりに
意味付けや価値付けを行いま
す。児童生徒と教師で共有し、
次時の学習につなげます。

厚真町の小中学校のすべての先生方で 

厚真スタイルの授業を行います。 

厚 真 ス タ イ ル の 基 本 
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校長、教頭、特別支援教育コ

ーディネーター、通級指導教室

担当教員、特別支援学級教員、

養護教諭、学級担任などで構成

され、全校的な支援体制を確立

し、発達障がいを含む障がいの

ある子どもの実態把握や支援方

策の検討などを行います。 

 

子どもの成長や発達、個性に

応じた合理的配慮を行います。 

また、必要に応じて支援員＊１

がつく場合もあります。 

 

 

 

障がいの種別ごとの少人

数学級で、障がいのある子ど

も１人１人に応じた教育を

行います。（小学校・中学校） 
 

対象：知的障害、自閉症、情緒
障害、弱視、肢体不自
由、病弱・身体虚弱、難
聴、言語障害 

 

 

通常の学級に在籍し、ほと

んどの授業を通常の学級で

受けながら、障がいの状態に

応じた特別な指導を、週１～

８単位時間、言葉の教室で行

います。（小学校） 
 

対象：言語障害、自閉症、情緒
障害、弱視、難聴，学習
障害（ＬＤ） 
注意欠陥多動障害（

） 
肢体不自由、病弱・身体
虚弱 

交流及び 

共同学習 

※１ 障がいや発達障がい等の可
能性のある児童生徒の介助
や支援を行います。 

医療、福祉との連携 

校内教育支援委員会 

厚真町の特別支援教育  
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ＧＩＧＡスクール実現後の子どもたちの学びの姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜ＧＩＧＡスクール構想とは＞ 
○ 児童生徒１人につき、１台のコンピュータ端末を配備（令和３年２月配備完了） 

○ 学校全体に高速大容量のインターネット通信環境網を整備（令和２年11月整備完了） 

⇒ 一人一人に個別最適化された学習環境となり、学校の先生と児童生徒の力が最大限に引

き出されます。 

一
斉
学
習 

これまでの学びの姿 １人１台端末導入後の学びの姿 

個
別
学
習 

協
働
学
習 

・ 先生が黒板や大型画面

を使って学習内容を説明 

⇒ 子どもたちの興味・関心

を高めることはできる 

○ 先生が、こども一人一人の反応を

把握できるように 

 

⇒ 子どもたち一人一人の反応を踏

まえた双方向型の授業が可能に 

・ 全員が同時に同じ

内容を学習している 

（一人一人の理解度

に応じた学びは難し

い） 

○ それぞれ個別の内容を学習でき
るように 

○ 個々の学習した履歴が記録でき
るように 

 
⇒ 一人一人の教育的ニーズや理解
度に合わせた個別最適の学習が可
能に 

・ 意見を発表できる

子どもは限られてい

る 

○ 一人一人の考えや意見を、みんな

で同時に共有できるように 

○ 子ども同士が双方向の意見交換

ができるように 

 

⇒ 各自の意見や考えをすぐに共有

し、色々な意見に即時に触れられる

ように 

学び 

が 

深まる 

学び 

が 

変わる 

 

☑ 調べ学習   課題や目的に応じて、インターネット等を使い、様々な情報を主体的に収

集・整理・分析 

☑ 表現・制作  動画・音声・写真データを用いた多様な資料や作品の制作 

☑ 遠隔教育   外部専門家、外国、大学などとつながった授業、自宅待機や入院中の子

どもと教室をつないだ授業  

ＩＣＴの活用により充実する学習の例 
＊ 
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◎厚真町教育振興基本計画改訂版については厚真町ホームページ（下記 URL）で

ご覧いただけます。 

http://www.town.atsuma.lg.jp/office/politics/ 
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